
新プログラム開始！ 
船橋ＹＭＣＡの子育て支援プログラムのひとつ

として、障がいを持つ子どもたちを対象にした子

どものアトリエ「あおぞら」が始まりました。 

このプログラムは、船橋市在住の遅れやハンデ

ィキャップを持つ子の親の会である「センターフ

ラワーの会」からの申し入れを受け、船橋地域デ

ポとして積極的に始めたものです。 

第一回は、6月12日(土)に日本キリスト教団船橋

教会の教会学校校舎１階で、正木先生の指導の下

に行われました。様々な程度の発達障がいを持つ

子どもたち７名がお母さんと一緒にてるてる坊主

作りをしました。 

 

《出来上がった作品を持って記念撮影》 

千葉ＹＭＣＡ総会 

 千葉ＹＭＣＡの第３３回定期会員総会が５月 22

日(土)に千葉県青少年女性会館で開かれました。 

 総会は、出席23名、委任状による出席78名の合

計101名で、総会構成員166名の１／３以上の出席

があったので成立しました。ちなみに総会構成員

とは、総会の時点で１年以上協力会費を納めてい

る会員のことです。 

総会では、①2003年度事業報告・決算報告、②

常議員選挙結果報告、③2004年度事業方針・予算、

④総主事の任期を定める会則改正、⑤リーダー委

嘱の議事が全て可決承認されました。 

今回の総会で最も注目すべきことは、2004年度

の予算が収支とんとんになったことです。 

 

 《委嘱状を受け取る当日出席のリーダー達》 

 “ふなばし市民まつり”に参加 

７月 24 日（土）に開かれるふなばし市民まつり

のジョイ＆ショッピングフェアフリーマーケット

に、今年も船橋ＹＭＣＡとして参加します。船橋

の本町通りに多くのお店が並びますので、ＹＭＣ

Ａのお店を探して買い物にきて下さい。 
今回は、商品が不足気味なので、ご家庭で不要

となったものがありましたらご提供願えれば幸い

です。また、当日お店を手伝っていただける方を

募集していますので、やってみようと思われる方、

商品をご提供願える方は下記の手段で槇（まき）

までお知らせください。 
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柏ＹＭＣＡ新センター 

 ６月６日（日）に柏センターの開所式が行われ

ました。新センターは、JR北柏駅南口から徒歩２

分の大変便利なところにあります。 

 新センターの住所、電話は下記のとおりです。

皆さんも一度遊びに行ってみてください。 

 （財）千葉ＹＭＣＡ柏センター 

  〒277-0832 柏市北柏２－２－１３ 

          第３マルエンビル 

  電話：０４－７１６２－３７１１ 

 

《このビルの１階と３階がセンター事務所です》 

講師、ボランティアリーダー募集 
前号でもお知らせしたとおり、船橋ＹＭＣＡの

子育て支援プログラムである「サタデースクール」

の講師を募集しています。保育士か幼稚園教諭の

資格をお持ちで、ＹＭＣＡのことを理解して下さ

っている方を探しています。 

本紙のトップ記事にある、子どものアトリエ「あ

おぞら」の指導のお手伝いをしていただけるボラ

ンティアリーダーを募集しています。毎月第２土

曜日の午前中、障がいをもつ子どもたちと一緒に

過ごしていただけるリーダーはいませんか？   

船橋ＹＭＣＡ活動記録 

船橋ＹＭＣＡの５月、６月の活動記録です。 
・５月 16 日（日）わんぱくクラブ５月例会 

場所：千葉港・ポートタワー 

内容：千葉港ってどんな所？ 
参加人数：13 名 

 
《千葉港遊覧船の前で記念撮影》 

・５月 22 日（土）第 33 回定期会員総会 
・５月 29 日（土）チャリティーラン事務局会議 
・６月 12 日（土）子どものアトリエ「あおぞら」 

対象：そらまめクラブ 
  内容：てるてる坊主を作ろう 
  参加人数：７名 
・６月 19 日（土）チャリティーラン事務局会議 
・６月 20 日（日）わんぱくクラブ６月例会 

場所：ＪＲ安房鴨川駅付近 

内容：電車でぐるり千葉一周の旅 
参加人数：13 名 

 
《ＪＲ浜金谷駅で鋸山をバックに記念撮影》 

編集後記 
 千葉ＹＭＣＡは今年から新プログラムを新しい

たたずまいで始めました。船橋地域デポも新プロ

グラムをスタートさせ、さらに前進します。（槇） 


